
      
 

           

」 

           

町
民
の
皆
さ 

    

 

２
０
２
１
年
４
月
の
町
議
選
で
４
期
目
の
当
選
を

果
た
し
た
。 

私
を
選
ん
だ
町
民
は
、
私
に
何
を
期
待

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
を
私
は
常
日
頃

持
っ
て
い
る
。 

議
会
の
中
で
波
風
立
て
ず
仲
良
し
こ

よ
し
の
私
に
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

行
政

側
の
提
案
に
自
分
の
考
え
と
違
っ
て
も
異
論
を
挟
ま

な
い
私
に
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

答
え
は
、

全
て
ノ
ー
だ
ろ
う
。 

議
会
組
織
に
長
く
い
る
と
、
自

分
の
考
え
を
主
張
す
る
よ
り
も
ダ
ン
マ
リ
の
方
が
、
ま

た
、
長
い
も
の
に
巻
か
れ
る
方
が
、
内
輪
の
中
で
は
居

心
地
が
良
く
な
る
も
の
だ
。 

私
事
だ
が
、
ヨ
ソ
者
・

バ
カ
者
が
政
治
を
変
え
る
、
を
４
期
目
も
実
践
し
て
い

く
。 

今
の
腐
り
切
っ
た
政
治
に
風
穴
を
開
け
た
い
！ 

 

   

現
代
の
政
治
は
、
カ
ネ
を
使
う
事
ば
か
り
。 

カ
ネ

を
節
約
す
る
よ
り
も
使
う
方
が
高
評
価
を
得
ら
れ
る

風
潮
で
あ
り
、
そ
ん
な
政
治
家
が
量
産
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
こ
と
は
後
で
あ
な
た
に
請
求
書
が
廻
っ
て
く 

     る
こ
と
を
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

増
税
と
い
う
請

求
書
が
。 

選
挙
前
に
恒
例
と
な
っ
た
、
投
票
率
の
高

い
層
に
向
け
た
バ
ラ
マ
キ
政
策
。 

政
治
家
含
め
、
投

票
権
を
持
つ
有
権
者
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
！ 

 

   

 

公
に
な
っ
た
だ
け
で
も
８
０
人
超
の
国
会
議
員
が

裏
金
に
関
与
し
て
い
た
よ
う
だ
。 

既
存
の
税
率
を
上

げ
た
り
、
新
た
に
税
金
を
作
る
権
限
を
持
つ
国
会
議
員

だ
。 

一
般
の
国
民
が
臨
時
収
入
を
税
務
申
告
し
な
け

れ
ば
、
ど
う
な
る
か
？ 

バ
レ
た
ら
追
徴
課
税
含
め
、

悪
質
だ
と
刑
務
所
行
き
も
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

一
方
で
、
国
会
議
員
は
？ 

「
記
憶
が
な
い
」「
秘

書
が
勝
手
に
や
っ
た
」「
後
で
返
金
す
る
つ
も
り
」
で

お
咎
め
な
し
。 

こ
ん
な
言
い
分
が
現
代
の
政
治
家
の

説
明
責
任
だ
。 

裏
金
議
員
に
対
し
、
国
税
局
も
、
検

察
丁
も
、
多
く
を
不
問
に
し
た
。 

日
本
社
会
は
、
悪

事
を
働
い
た
者
や
特
権
階
級
が
得
を
し
、
正
直
者
が
バ

カ
を
見
る
、
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
！ 

 

 
   

 

 

     

 
 

    
 

    

右
表
は
、
粕
屋
町
議
会
で
の
私
の
賛
否
だ
。 

反
対

し
た
議
案
は
、
何
故
、
反
対
な
の
か
、
反
対
の
理
由
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
る
。 

私
の
賛
成
率
は
。 

２
０
２
１
年
度 

➡ 

９
４
．
１
２
％ 

２
０
２
２
年
度 

➡ 

８
０
．
５
２
％ 

２
０
２
３
年
度 

➡ 

８
７
．
９
６
％ 

２
０
２
４
年
度 

➡ 

７
８
．
７
９
％ 

粕
屋
町
政
刷
新 

２
０
２
４
年
６
月
発
行 

第
１
５
号 

  

粕
屋
町
議
会
議
員 

福

永

善

之

ふ
く
な
が
よ
し
ゆ
き 

与
党
で
も
、
野
党
で
も
な
い
、
完
全
無
所
属 

５
１
歳 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

080-5284-9037 

 

都合が悪くなったら、病院に速攻で入院！ 

説明責任は放棄し、ホトボリが冷めると、コッソリと表舞台に戻っ

てくる！ 

政治家であり続けるために、自分の悪事を秘書のせいにする！ 

政治は、国民の為ではなく、全ては、一部の利権者と自分の為に！ 

そんな人たちを選び続けているのは、「あなた」です！ 

財源がない、と言いながら、選挙の度に投票率の高い層へカネ配り。  

中間層は、税金を搾取され、負担ばかりで、恩恵なし。  

その様な政治家（国も地方も）を量産させているのは、「あなた」です！  

国
民
は
、
納
税
。 

政
治
家
は
、
脱
税
？ 

議員 4 期目の福永の賛否結果  

年 度 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 （＊） 

議案【本】 85 77 108 33 

賛成【本】 80 62 95 26 

反対【本】 5 14 13 7 

棄権【本】 0 1 0 0 

（＊）年度途中 

粕屋町の提案に反対した議案は、私の個人HPを参照してネ！ 

 

経
済
は
、
ま
あ
ま
あ
。 

政
治
は
、

三
流
。 

で
は
、
国
民
は
？ 

 

 



 
 

        

物
価
高
対
策
と
い
う
理
由
で
一
部
の
住
民
に
複
数

回
、
給
付
金
を
配
る
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。 

１
回
当

た
り
最
大
１
０
万
円
と
い
う
税
金
が
。 

行
政
は
、
財

源
が
厳
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
カ
ネ
を
配
り
ま
く
る
。 

 
 

そ
の
ツ
ケ
は
、
バ
ラ
マ
キ
の
恩
恵
を
受
け
な
い
中
間

層
に
負
担
増
と
い
う
形
で
の
し
か
か
る
。 

カ
ネ
を
集

め
て
、
そ
れ
を
一
部
の
層
に
簡
単
に
配
る
。 

バ
ラ
マ

ク
位
な
ら
初
め
か
ら
税
金
を
取
る
な
、
と
私
は
思
う
が

ね
。 

賃
金
は
上
が
ら
ず
、
物
価
は
上
が
る
。 

国
民

の
可
処
分
所
得
（
所
得
か
ら
税
金
等
を
除
い
た
、
自
由

に
使
え
る
お
金
）
が
減
少
し
て
お
り
、
バ
ラ
マ
ク
余
裕

が
あ
る
な
ら
、
町
民
税
を
減
税
し
た
り
、
国
民
全
員
に

公
平
に
恩
恵
が
あ
る
消
費
税
減
税
を
す
べ
き
！ 

   

保
険
料
を
上
げ
る
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。 

理
由
は
、

財
源
が
足
り
な
い
か
ら
。 

財
源
が
な
い
か
ら
、
保
険

料
を
上
げ
る
、
取
れ
る
所
か
ら
取
る
、
と
い
う
政
策
が

政
治
家
の
仕
事
だ
ろ
う
か
？ 

医
療
費
の
増
加
は
、
保

険
料
の
値
上
げ
で
対
応
す
る
。 

医
療
制
度
の
無
駄
を

省
く
努
力
も
せ
ず
、
国
民
に
負
担
増
を
求
め
る
手
法
は

改
め
る
べ
き
。 

特
に
、
低
所
得
者
は
保
険
料
が
減
免

さ
れ
る
の
に
対
し
、
中
間
層
は
負
担
ば
か
り
求
め
ら
れ

る
。 

中
間
層
を
イ
ジ
メ
て
い
て
は
、
国
の
発
展
は
望

め
な
い
。 

国
民
に
負
担
を
求
め
る
前
に
、
医
療
費
削

減
に
取
り
組
む
べ
き
。 

積
極
的
延
命
治
療
を
行
わ
な

い
福
祉
国
家
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ま
た
、
各
国
で
合
法

化
さ
れ
て
い
る
安
楽
死
・
尊
厳
死
、
等
、
国
外
の
事
例

を
参
考
に
社
会
保
障
制
度
を
見
直
す
べ
き
！ 

   

 

地
場
産
業
の
育
成
と
謳
い
な
が
ら
、
毎
回
の
如
く
、

学
校
施
設
や
公
共
施
設
の
１
億
円
を
超
え
る
公
共
工

事
の
指
名
競
争
入
札
は
、
発
注
者
で
あ
る
町
が
同
じ
業

者
を
指
名
し
続
け
て
い
る
。 

指
名
に
あ
り
つ
け
な
い

多
く
の
業
者
は
応
札
の
チ
ャ
ン
ス
す
ら
な
い
。 

経
済

性
・
公
平
性
・
透
明
性
の
観
点
か
ら
、
税
金
が
原
資
の

公
共
工
事
で
納
税
者
に
疑
義
（
指
名
業
者
同
士
の
談
合

の
誘
発
）
を
生
じ
る
様
な
指
名
を
す
べ
き
で
は
な
い
！ 

   

 

財
源
が
厳
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
に
す
る
、
と
い
う
施
策
が
選
挙
の
度
に
打
ち
出
さ

れ
る
。 

受
益
者
が
全
額
負
担
し
ろ
、
と
は
言
わ
な
い

が
、
受
益
者
が
応
分
の
負
担
を
し
て
、
足
り
な
い
部
分

に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
者
が
負
担
す
る
、
と

い
う
仕
組
み
を
作
る
べ
き
だ
。 

無
料
は
聞
こ
え
が
良

い
が
、
そ
の
財
源
を
誰
か
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

そ
の
誰
か
は
、
負
担
能
力
が
あ
る
と
見
な
さ
れ

る
中
間
層
が
主
に
標
的
に
な
る
。 

行
政
サ
ー
ビ
ス
が

広
大
化
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
税
負
担
は
今
ま
で
以
上
に

増
え
る
。 

税
負
担
の
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
！ 

   

 
 

 
 
 

    
 

  

  
 

   

 
福
永
の
政
治
信
条 

㈠

個
人
・
組
織
・
団
体
・
企
業
か
ら
献
金
を
受
け
な
い 

㈡

６
０
歳
を
過
ぎ
た
ら
選
挙
に
出
な
い
（
政
治
家
の
定
年
を
一
般
社
会
と
並
行
す
る
） 

㈢

議
会
発
言
は
、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
に
町
民
に
開
示
し
て
い
く
（
隠
し
事
ナ
シ
） 

福
永
の
選
挙
に
対
す
る
考
え
方 

㈠

後
援
会
は
、
作
ら
な
い
（
名
簿
ナ
シ
、
電
話
作
戦
ナ
シ
、
応
援
の
強
制
・
強
要
ナ
シ
） 

㈡

選
挙
カ
ー
と
選
挙
事
務
所
は
、
持
た
な
い 

㈢

基
本
的
に
完
全
一
人
選
挙
、
ま
た
、
選
挙
費
用
１
０
万
円
以
内
（
全
額
自
己
資
金
） 

㈣

名
前
の
連
呼
し
な
い
（
拡
声
器
で
音
の
公
害
を
街
中
に
投
下
し
な
い
） 

㈤

公
費
負
担
の
あ
る
選
挙
ハ
ガ
キ
を
使
用
し
な
い 

㈥

街
中
に
選
挙
看
板
を
一
枚
も
使
わ
な
い
（
自
分
の
宣
伝
を
し
な
い
） 

議
会
で
反
対
し
た
、
主
な
議
案 

１ 
給
付
金
事
業 

２ 

社
会
保
障
制
度 

３ 

指
名
競
争
入
札
制
度 

４ 

受
益
者
負
担
の
原
則 

福永の主な一般質問 

１ PTAの見直し（加入は強制から任意へ、会費、繰越金、補助金） 

２ 消防団の見直し（操法大会、報酬の支給方法） 

３ 中学校の制服・校則の見直し（大人じゃなく生徒が決める） 

４ 性的少数者への配慮（中学校のトイレと更衣室、中学生の制服） 

５ 猫の糞尿対策（飼い主のいない猫） 

６ 町内会の見直し（コロナ禍の会費の減額、繰越金、行事） 

７ 町民運動会の見直し（ニーズがなければ廃止） 

８ 随意契約の見直し（半世紀以上も同じ業者と競争なしの契約） 

３ 

工
事
の
指
名
業
者
は
、
毎
回
ほ
ぼ
同
じ
。 

 

違
う
業
者
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
べ
き 

１ 

選
挙
前
の
恒
例
の
バ
ラ
マ
キ
。 

こ
ん
な
風
土
は
、
止
め
る
べ
き 

２ 

改
革
な
し
の
保
険
料
の
値
上
げ
。 

社
会
保
障
制
度
を
見
直
す
べ
き 

４ 

耳
に
聞
こ
え
の
良
い
無
料
サ
ー
ビ
ス
。 

受
益
者
が
負
担
し
て
い
く
べ
き 


